
第４学年 算数科学習指導案 
                          ２組 計35人（男子21人，女子14人） 

                          指導者 T1 藤迫 芳章 
T2 清川 啓介  

１ 単 元 名  計算のしかたを考えよう（学校図書４年下） 
２ 単元の目標 
○ 乗数や除数が整数であるときの小数の乗法や除法の意味や仕方について理解し，図や式に表すことが   
 できる。また，乗数や除数が整数であるときの小数の乗法や除法の計算ができる。 【知識及び技能】 
○ 乗数や除数が整数であるときの小数の乗法や除法の計算の意味や仕方を図で考え，式と関連付けるこ
とができる。                               【思考力，判断力，表現力等】 

 ○ 乗数や除数が整数であるときの小数の乗法や除法を，数を構成する単位を基にして0.1のまとまりを 
作って考え，そのよさに気付き，進んで活用しようとしている。    【学びに向かう力，人間性等】 

３ 単元で育成を目指す「未来の創り手に求められる資質・能力」 

創造力 
整数の乗法や除法の既得の知識と乗数や除数が整数であるときの小数の乗法や除法を関連

付けながら，(小数)×(１位数)及び(小数)÷(１位数)の計算の意味や仕方を統合的・発展的に
考察し，小数を整数に直して計算するという概念的な知識を創り出す力 

見通す力 
明確になった「自分の問い」の解決に向けて，「数量は，『同じまとまりの幾つ分で考える』

という基盤となる見方・考え方」を働かせ，(小数)×(１位数)及び(小数)÷(１位数)の計算の
意味や仕方を探る力 

協働力 
友達や先生との「学び合い」を通して，(小数)×(１位数)及び(小数)÷(１位数)の計算の意

味や仕方を言葉や図，式等で互いに伝え合い，協力してよりよく問題を解決する力 

４ 単元について 
⑴ 単元の位置とねらい 

これまでに子供たちは，整数の四則計算の学習を通して，四則の意味や相互関係，四則に関して成り
立つ性質などの理解を深めてきている。また，第３学年では，端数部分を表すのに小数を用いることを
知り，10分の１の位までの小数の加減の意味について理解し，それらを計算できるようになってきてい
る。 
そこで本単元では，「数量は，『同じまとまりの幾つ分で考える』という基盤となる見方・考え方」を

働かせながら数量の関係に着目して，乗数や除法が整数であるときの小数の乗法や除法の意味について
理解し，その計算の仕方を考えていくようにする。具体的には，乗数が整数であるときの小数の乗法に
ついて，「同じまとまりの幾つ分」と捉えてきた既得の数量の見方に着目し，図を用いて考えることで，
(小数)×(１位数)の意味や仕方を理解できるようにする。そして，除数が整数であるときの小数の除法
について，数を構成する単位である0.1に着目し，その幾つ分として考えることで，(小数)÷(１位数)
の意味や仕方を理解できるようにする。 
この学習は，第４学年「小数のかけ算とわり算」及び第５学年「小数のかけ算」や「小数のわり算」

の学習につながっていく。 
 ⑵ 子供の実態（調査人数：35人 調査日：令和元年８月21日） 

知識及び技能 
８割程度の子供が，整数の２桁の乗法の計算の意味を理解し，計算することがで

きる。また，８割程度の子供が１位数でわる整数の除法の計算の意味を理解し，計
算することができる。 

思考力，判断力，表現力等 
９割程度の子供が整数の乗法や除法を図に表したり，被乗数を位ごとに分けたり

して考えることができる。また，８割程度の子供が式の意味を図と関連付けて説明
することができる。 

学びに向かう力，人間性等 
８割程度の子供が，「同じまとまりの幾つ分」に着目して乗法や除法で計算する

よさに気付いているが，日常生活に生かそうとしている子供は６割程度である。 

５ 指導に当たって 
⑴ 「自分の問い」をもたせる教師の手立て 

各単位時間の「つかむ・見通す」過程では，（小数）×（１位数）及び（小数）÷（１位数）の学習課
題を提示し，既得の知識である整数の乗法や除法と本時の学習課題とを関連付けながら，小数の乗法や
除法が整数の乗法や除法のようにできないことを実感させることで，「小数が整数ならできるけど，どの
ように計算すればよいのかな。」，「整数に直せばよいのかな。」などの「自分の問い」をもつことができ
るようにする。 

⑵ 「学び合い」を活性化する教師の手立て 
 各単位時間の「高める」過程の前半では，（小数）×（１位数）及び（小数）÷（１位数）の意味や仕
方の理解を確かなものにする。「高める」過程の後半では，被乗数や被除数の数値を変えた問題を設定し
たりするなどの新たな事象を提示することで，「新たな問い」を表出させ，グループでの「学び合い」を
活性化させる。 

 



⑶ 学びを振り返り，学びを価値付ける教師の手立て 
各単位時間の「まとめる」過程では，分かったことやできるようになったことを振り返り，ノートに

書いて発表することで，「（小数）×（１位数）及び（小数）÷（１位数）は，整数に直して計算すれば
よい。」という新たに学んだ知識を全体で共有できるようにする。そして，「どうして分かったのかな。」
と問い掛けることで，「数量は，『同じまとまりの幾つ分で考える』という基盤となる見方・考え方」を
働かせたことなどに気付くようにする。その際，働かせた基盤となる見方・考え方のよさに気付いたこ
とを価値付ける。さらに，整数の乗法や除法の既得の知識と（小数）×（１位数）及び（小数）÷（１
位数）の学習で新たに学んだ知識とを関連付けることで，知識の理解の質を高めるようにする。 

６ 指導・評価計画（全３時間） 

【本単元につながる既得の知識】 
Ａ ２位数や３位数の整数に１位数や２位数の整数をかける乗法の計算の仕方 
Ｂ 小数同士の加法や減法の計算の仕方 
Ｃ ある乗法の式の被乗数を○倍すると，積も○倍になる。 
Ｄ ２位数や３位数の整数に１位数や２位数の整数をわる除法の計算の仕方 
Ｅ ある除法の被除数を△倍すると，商も△倍になる。 
Ｆ １の10分の１は0.1，0.1の10個分が１ 
Ｇ １Ｌ＝10ｄＬ，0.1Ｌ＝１ｄＬ，１ｍ＝100㎝，0.1ｍ＝10㎝ 
Ｈ 10倍すると，位が１つ上がり，10分の１すると，位が１つ下がる。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
７ 本 時 

過程 
（時） 

見方 
考え方

主な学習活動 知識の理解の質の高まり 教師の指導 
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１ オリエンテーション
で本単元につながる既
得の知識を学び直す。 
【Ａ～Ｈ】 

 

 
○ 算数コーナーやノート，デジタル

教科書でこれまでの学習を振り返

ることで，本単元につながる知識を

学び直しできるようにする。 
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２ （小数）×（１位数）
 の計算の仕方を考える。
【Ａ～Ｃ・Ｆ～Ｊ】 

  
 
 
 

 
○ 1.2×３の計算の仕方について，

図や式に表して考えることで，整数

に直して計算すればよいことに気

付くことができるようにする。 

「
同
じ
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と
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幾
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分
」
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３ （小数）÷（１位数）
の計算の仕方を考える。
(本時)【Ｄ～Ｈ・Ｋ・Ｌ】
 
 

 

○ 4.5÷３の計算について，図や式

に表して0.1の幾つ分で考えたり，

計算のきまりを活用したりするな

どして，（小数）÷（１位数）の除法

の計算の意味や仕方の理解を確か

なものにする。 

◆重点評価項目 子供の反応 

◆ 小数の乗法も「0.1のまとまり
の幾つ分という見方・考え方」を 
活用しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度：発言，ノート】

小数を整数に直して計

算すればよいね。0.1の幾

つ分で考えたり，かけら

れる数を 10 倍して積を

10分の１にするという計

算のきまりを使ったりす

ればよいね。 

◆ 0.1の幾つ分で考えたり，計算
のきまりを活用したりするなど
して，（小数）÷（１位数）計算の
仕方を考えている。 

【思考・判断・表現：発言，ノート】

小数のかけ算と同じよ

うに小数を整数に直して

計算すればできるね。0.1

の幾つ分で考えたり，わ

られる数を 10 倍して商

を 10 分の１するという

計算のきまりを使ったり

すればよいね。 

整数のかけ算とわり算

や小数のたし算とひき算

は，同じまとまりの幾つ

分で考えればできるね。 

【本単元で習得が期待される知識】 
Ｉ （小数）×（１位数）の計算の意味の理解 
Ｊ （小数）×（１位数）の計算の仕方 
Ｋ （小数）÷（１位数）の計算の意味の理解 
Ｌ （小数）÷（１位数）の計算の仕方 

第４学年「小数のかけ算とわり算」や第５学年「小数のかけ算」，「小数のわり算」 



７ 本 時（３／３） 
⑴ 目 標 
  （小数）÷（１位数）の計算の仕方について，図や式に表して考えることができる。 
⑵ 展 開    教師の言葉掛け    子供の反応  ◆ 重点評価項目  

過程(分) 主な学習活動と予想される子供の反応 教師の指導 
 １ 本時の学習課題を知る。 

 
 
２ 「自分の問い」をもつ。 
 
 
 
   
３ 学習問題を確認する。 

       
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
 
 
 
 
５ 問題解決に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
６ 全体での「学び合い」を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 新たな事象について「学び合い」を行う。 
 
 
 
 
 
   
  
 
 
８ 本時の学習について振り返り，まとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 被除数の□がどんな数字なら解けそう
か考え，その根拠を明らかにすることで，
学習課題に主体的に取り組むことができ
るようにする。 

○ 電子黒板で4.5÷３の生活場面を提示 
することで，視覚的に4.5÷３の意味をつ
かむことができるようにする。  

○ 整数の除法の知識と学習課題とを関連
付け，（小数）÷（１位数）の計算が整数
の除法の計算のようにできないことを実
感することで，「4.5をどのようにして三
つに分けるのかな。」，「整数に直せばよい
のかな。」などの「自分の問い」をもてる
ようにする。  

○ （小数）×（１位数）の学習を算数コー
ナーで振り返ることで，小数の単位換算
をする，0.1を単位として考えるなどの見
通しをもてるようにする。 

○ 課題解決が難しい子供には，お茶の量
と人数を書いた数直線で考えることを促
すことで，整数に直して計算することを
視覚的に捉えられるようにする。 

 
 
 
       
○ 全体の「学び合い」では，発表された考
えの解釈にペアで取り組むことで，（小
数）÷（１位数）の計算の仕方を明確に
する。また，「三つの考えの共通点は何か
な。」と問い掛けることで，三つの解き方
は異なるが整数に直して計算するという
共通点について理解できるようにする。 
 

○ 数を拡張させた新たな事象を提示し，
本時の学習で得た知識を基に考えれば解
けるのか問い掛けることで，「学び合い」
が活性化するようにする。その際，グル
ープに役割を与え考えさせることで，ど
の考えも整数に直すと解けるということ
に気付き，（小数）÷（１位数）の理解が
深まるようにする。   

○ 「0.1の幾つ分で考えて整数に直して商
求める。」「計算のきまりを使って整数に
直すと計算できる。」などの子供の記述や
発言を称賛し，小数を整数に直して計算
するとよいことを全体で共有する。その
後，（小数）÷（１位数）の自分の考えの
根拠について問い掛けることで，「0.1の
幾つ分の見方・考え方」のよさに気付い
たことや被除数を10倍して商を10分の１
するという計算のきまりを使って解決で
きたことを価値付ける。さらに，既得の
知識である整数の除法と本時の学習を関
連付けることで，小数の除法も整数に直
せば計算できるという知識の理解の質の
高まりを自覚できるようにする。 

4.5Ｌのお茶があります。３人に等しく分けます。 
１人分は何Ｌでしょうか。 

・ 全てに45÷３があるよ。 
・ 解き方は違うけど，どの考えも整数に直して計算し
ているのが同じだね。 

 小数÷整数の計算は，どのようにすれば商を求める
ことができるのかな。 

 三つの考えの共通点は何かな。 

・ 式は5.6÷４だから，整数に直せばできそうだね。
・ 5.6m＝560㎝だから，560÷４＝140。140㎝＝1.4ｍ
だね。 

・ 0.1の幾つ分で考えたり，計算のきまりを使ったり
して解くと，56÷４＝14。つまり，商は1.4ｍだね。

◆ 単位換算をして図に表したり，0.1の幾
つ分で考えたりするなどして，（小数）÷
（１位数）の計算の仕方を考えているか。
【思考・判断・表現：発言，ノート】

単位を変えたり，0.1 の幾つ分で考えたり，計算のき
まりを使ったりして整数に直すとできるね。 

・ 4.5Ｌを45ｄＬに変えたらできそうだね。 
・ 0.1の幾つ分で考えたらできそうだよ。 
・ わられる数を10倍すると解けそうだよ。 

・ 4.5をどのようにして三つに分けるのかな。 
・ 4.5が整数ならできるね。整数に直せないかな。 
 

商はどのように考えると求められましたか。 

 今日の学習でできたことは何ですか。 

 小数÷整数の商を求めることができたよ。 

わられる数が小数でも商を求めることができるかな。
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【同じまとまりの幾つ分】 

 

 

 

 

【単位換算】 
4.5Ｌ＝45ｄＬ 
45÷３＝15 
15ｄＬ＝1.5Ｌ 

【計算のきまり】 
4.5 ÷ ３＝1.5 

 
 

45 ÷ ３＝15 

ま 
と 
め 
る 
(7) 
 

 これまでの学習と似ているところはありましたか。 

整数のわり算でも「同じまとまりの幾つ分」で考え
ていたことが似ているね。 

5.6ｍのリボンがあります。４人に等しく分けます。
１人分は何ｍでしょうか。 

 今日の学習の考えで解くことができるかな。 

 どのように考えたら4.5÷３の商を求めることができ
たのかな。 

・ 4.5L＝45ｄLだから45÷３＝15。15ｄL＝1.5Lだね。 
・ 4.5 は 0.1 が 45 個だから，45÷３＝15。0.1 が 15
個だから1.5Lだね。 

・ 4.5を 10倍して商を10分の１すると，1.5Lだよ。 



 


